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4

効率性

所
管

都市づくり部

年度

委託内容
なし

件道路付属物の申告・要望・巡回発見件数 126

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
122

区が管理する道路付属物のうち防護柵、道路反射鏡、区画線等の安全施設の維持管理及び整備を行うことにより、良好な
道路交通環境を保つ。

19,191

10,981

143

道路付属物点検・調整作業
散水栓点検・調整作業

一部委託

１．道路付属物の維持管理工事（老朽化した付属物の改修、申告・要望等による新設・改修工事）
２．道路付属物及びその他交通安全施設の設置工事
３．道路付属物の点検・調整作業

補助金の有無

16,040

基 2,183 2,185

長期総合
計画体系

 [基本目標]

区民全般及び道路利用者

昭和

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

 [施　　策]

２７年度 ２８年度(単位)
（３１年度）

２６年度

事業区分

道路・公園等管理

平成２９年度　事務事業評価シート

　道路法・交通安全対策基本法根拠法令等

事業対象

事務事業名 道路付属物整備

　

土木課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

法令（義務）

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

損傷等により道路利用者を危険にさらす事態は回避しなければならない。そのためには、日常
の点検や迅速な修理体制が重要であり、今後も事業規模を維持する必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

破損時には迅速な復旧を行うなど、交通安全の確保のため、道路付属物を適正に管理する必要がある。

維持

評
価
結
果

成果指標の目標は達成されている。

3 老朽化したものの改修や損傷箇所の補修、また状況に応じた交通安全施設の整備によって、安全な道路交
通環境の確保に努めており、おおむね適切である。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

なし

33,047

47,149

2,640

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 10,303

今後の方向性

12,195

45,898

8,873

45,990

30,971

16,040

33,703

28,064

0

17,834

138

目的達成度

既存施設の効率的な点検等による状態確認や、計画的な改修の推進により、事故を未然に防ぐとともに、コ
ストの抑制を図っている。

事
務
事
業
の
実
績

10,260

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

143

2,189 2,182道路付属物の点検・調整作業数

22,978

種　別 指標の名称

　決算額　　(単位：千円) 33,238

20,128

31,108

成果指標

12,752　人にかかるコスト（人件費など）


